
【別紙】

「市町村防災計画チェック表」において、前回修正時に記載がなく、今回の変更

においても修正されていない項目について、引き続き記載に向けた検討をお願い

します。

引き続き対応を検討し、次回修正時に反映させます。

大規模停電災害対策計画について、この度追加で地域防災計画に取り込んでいた

だいて、弊社をはじめ各関係機関の役割が明確化し、有事の際に混乱なく対応で

きるようになったと思います。万一の有事に際しては、関係機関のみなさまと連

携して早期の復旧に全力を挙げてまいりますので、よろしくお願いいたします。

停電時に限らず、災害時は情報を密に共有し、各機関がそれぞれの役割を適切に

果たすことが最重要と考えておりますので、引き続き連絡体制の維持と平時から

の情報共有に努めていきたいと考えております。

地域防災計画の避難所対策に、屋外トイレの寒冷対策を入れたことは寒冷地にお

ける避難民の健康を守るうえで不可欠であり、ぜひお願いしたい。また、寒冷の

時期のみならず避難所において快適なトイレの利用は感染症防止の上でも大きな

課題であるので、引き続き検討をお願いしたい。

水分摂取を控えることによるエコノミークラス症候群のリスクの増加等、排泄の

抑制に伴う健康被害を避けなければならないことに加え、共同生活を営む避難所

の衛生管理・感染症対策の上では、トイレ環境への配慮が大切であることから、

様々な方法を組み合わせながら、必要な対策を行っていきます。

令和３年度　帯広市防災会議（書面開催）
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第４章第３節の文章に以下の下線部のように加筆いただきたい

「氾濫注意水位（警戒水位）、避難判断水位への到達情報（氾濫注意水位を下

回った場合の情報（氾濫注意情報の解除）を含む。）、氾濫発生情報の発表は、

それぞれの水位への到達時間が接近している場合など発表が困難な場合も考えら

れるため、可能な範囲で行うこととする。」

ご意見のとおり修正します。

第2章第2節 大規模減災協議会 については、すでに「十勝川外減災対策協議会」

として組織されていることから、項目名を「十勝川外減災対策協議会」として、

協議会の内容を記載いただきたい。同じく、「水防連絡協議会」は、減災対策協

議会に吸収し実施しているので第11章第５節は削除いただきたい。

第2章第2節 についてはご意見のとおり修正します。第１１章第５節は、「水防連

絡協議会」を「十勝川外減災対策協議会」に修正します。

第11章第１節における「河川管理者の協力が必要な事項」の（２）、（３）の内

容の実施にあたっては、詳細を協議させていただきたい。

承知しました。

「市町村水防計画チェック表」において、前回修正時に記載がなく、今回の変更

においても修正されていない項目について、引き続き記載に向けた検討をお願い

します。

引き続き対応を検討します、次回修正時に反映させます。
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２　帯広市水防計画の変更について



昨年12月の強風・停電被害の際には、迅速な対応がなされたものと理解していま

す。今後も引き続き、こういうことも想定に入れないといけないと改めて思いま

した。

これまでの経験から迅速に対応できた部分の一方、課題も浮き彫りとなり、改め

て災害対応の難しさを実感したところです。気候変動が自然災害の増加につなが

ることが懸念される中、災害対応は不断の見直しが必要であり、引き続き関係機

関の皆様との連携を密にしながら検討を図るとともに、市民に対しても「自

助」・「共助」の必要性を周知していきます。

引き続き、独居高齢者や障害のある人等、地域で暮らす支援を必要とする人に対

するご配慮をお願い致します。

独居高齢者や障害のある人など、災害時に何らかのお手伝いが必要な方への支援

は、行政による「公助」はもとより、地域で支える「共助」無くしては成り立ち

ません。引き続き、地域の協力を得て取り組んでいる「おびひろ避難支援プラ

ン」を推進しながら、地域で暮らす支援が必要な人が、災害時に逃げ遅れたり孤

立することのないように努めていきます。

様々な住民の視点に立った災害対応の必要性は十分感じています。女性のみなら

ず、障害のある方や外国人技能実習生などにも目配りして頂くことを期待してい

ます。

様々な立場や事情の違いに配慮していくためには、当事者や立場が当事者により

近いの方の意見を伺うことが大切であり、防災会議委員への女性登用の促進は、

その第一歩であると考えています。
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委員

帯広市の考え方等


